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    第一章


    
      1イエス・キリストの僕しもべまた使徒しとであるシメオン・ペテロから、わたしたちの神かみと救主すくいぬしイエス・キリストとの義ぎによって、わたしたちと同おなじ尊たっとい信仰しんこうを授さずかった人々ひとびとへ。
    


    
      2神かみとわたしたちの主しゅイエスとを知しることによって、恵めぐみと平安へいあんとが、あなたがたに豊ゆたかに加くわわるように。
    


    
      3いのちと信心しんじんとにかかわるすべてのことは、主しゅイエスの神聖しんせいな力ちからによって、わたしたちに与あたえられている。それは、ご自身じしんの栄光えいこうと徳とくとによって、わたしたちを召めされたかたを知しる知識ちしきによるのである。 4また、それらのものによって、尊たっとく、大おおいなる約束やくそくが、わたしたちに与あたえられている。それは、あなたがたが、世よにある欲よくのために滅ほろびることを免まぬかれ、神かみの性質せいしつにあずかる者ものとなるためである。 5それだから、あなたがたは、力ちからの限かぎりをつくして、あなたがたの信仰しんこうに徳とくを加くわえ、徳とくに知識ちしきを、 6知識ちしきに節制せっせいを、節制せっせいに忍耐にんたいを、忍耐にんたいに信心しんじんを、 7信心しんじんに兄弟きょうだい愛あいを、兄弟きょうだい愛あいに愛あいを加くわえなさい。 8これらのものがあなたがたに備そなわって、いよいよ豊ゆたかになるならば、わたしたちの主しゅイエス・キリストを知しる知識ちしきについて、あなたがたは、怠おこたる者もの、実みを結むすばない者ものとなることはないであろう。 9これらのものを備そなえていない者ものは、盲人もうじんであり、近視きんしの者ものであり、自分じぶんの以前いぜんの罪つみがきよめられたことを忘わすれている者ものである。 10兄弟きょうだいたちよ。それだから、ますます励はげんで、あなたがたの受うけた召めしと選えらびとを、確たしかなものにしなさい。そうすれば、決けっしてあやまちに陥おちいることはない。 11こうして、わたしたちの主しゅまた救主すくいぬしイエス・キリストの永遠えいえんの国くにに入はいる恵めぐみが、あなたがたに豊ゆたかに与あたえられるからである。
    


    
      12それだから、あなたがたは既すでにこれらのことを知しっており、また、いま持もっている真理しんりに堅かたく立たってはいるが、わたしは、これらのことをいつも、あなたがたに思おもい起おこさせたいのである。 13わたしがこの幕屋まくやにいる間あいだ、あなたがたに思おもい起おこさせて、奮ふるい立たたせることが適当てきとうと思おもう。 14それは、わたしたちの主しゅイエス・キリストもわたしに示しめして下くださったように、わたしのこの幕屋まくやを脱ぬぎ去さる時ときが間近まぢかであることを知しっているからである。 15わたしが世よを去さった後のちにも、これらのことを、あなたがたにいつも思おもい出ださせるように努つとめよう。 16わたしたちの主しゅイエス・キリストの力ちからと来臨らいりんとを、あなたがたに知しらせた時とき、わたしたちは、巧たくみな作つくり話ばなしを用もちいることはしなかった。わたしたちが、そのご威光いこうの目撃者もくげきしゃなのだからである。 17イエスは父ちちなる神かみからほまれと栄光えいこうとをお受うけになったが、その時とき、おごそかな栄光えいこうの中なかから次つぎのようなみ声こえがかかったのである、「これはわたしの愛あいする子こ、わたしの心こころにかなう者ものである」。 18わたしたちもイエスと共ともに聖せいなる山やまにいて、天てんから出でたこの声こえを聞きいたのである。 19こうして、預言よげんの言葉ことばは、わたしたちにいっそう確実かくじつなものになった。あなたがたも、夜よるが明あけ、明星みょうじょうがのぼって、あなたがたの心こころの中なかを照てらすまで、この預言よげんの言葉ことばを暗くらやみに輝かがやくともしびとして、それに目めをとめているがよい。 20聖書せいしょの預言よげんはすべて、自分じぶん勝手かってに解釈かいしゃくすべきでないことを、まず第だい一に知しるべきである。 21なぜなら、預言よげんは決けっして人間にんげんの意志いしから出でたものではなく、人々ひとびとが聖霊せいれいに感かんじ、神かみによって語かたったものだからである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1しかし、民たみの間あいだに、にせ預言者よげんしゃが起おこったことがあるが、それと同おなじく、あなたがたの間あいだにも、にせ教師きょうしが現あらわれるであろう。彼かれらは、滅ほろびに至いたらせる異端いたんをひそかに持もち込こみ、自分じぶんたちをあがなって下くださった主しゅを否定ひていして、すみやかな滅亡めつぼうを自分じぶんの身みに招まねいている。 2また、大おおぜいの人ひとが彼かれらの放縦ほうしょうを見習みならい、そのために、真理しんりの道みちがそしりを受うけるに至いたるのである。 3彼かれらは、貪欲どんよくのために、甘言かんげんをもってあなたがたをあざむき、利りをむさぼるであろう。彼かれらに対たいするさばきは昔むかしから猶予ゆうよなく行おこなわれ、彼かれらの滅亡めつぼうも滞ることはない。 4神かみは、罪つみを犯おかした御使みつかいたちを許ゆるしておかないで、彼かれらを下界げかいにおとしいれ、さばきの時ときまで暗くらやみの穴あなに閉とじ込こめておかれた。 5また、古ふるい世界せかいをそのままにしておかないで、その不ふ信仰しんこうな世界せかいに洪水こうずいをきたらせ、ただ、義ぎの宣伝者せんでんしゃノアたち八人にんの者ものだけを保護ほごされた。 6また、ソドムとゴモラの町々まちまちを灰はいに帰きせしめて破滅はめつに処しょし、不ふ信仰しんこうに走はしろうとする人々ひとびとの見みせしめとし、 7ただ、非道ひどうの者ものどもの放縦ほうじゅうな行おこないによってなやまされていた義人ぎじんロトだけを救すくい出だされた。 8（この義人ぎじんは、彼かれらの間あいだに住すみ、彼かれらの不法ふほうの行おこないを日々ひび見聞みききして、その正ただしい心こころを痛いためていたのである。） 9こういうわけで、主しゅは、信心しんじん深ぶかい者ものを試錬しれんの中なかから救すくい出だし、また、不義ふぎな者ものども、 10特とくに、汚けがれた情欲じょうよくにおぼれ肉にくにしたがって歩あゆみ、また、権威けんいある者ものを軽かろんじる人々ひとびとを罰ばっして、さばきの日ひまで閉とじ込こめておくべきことを、よくご存ぞんじなのである。こういう人々ひとびとは、大胆だいたん不ふ敵てきなわがまま者ものであって、栄光えいこうある者ものたちをそしってはばかるところがない。 11しかし、御使みつかいたちは、勢いきおいにおいても力ちからにおいても、彼かれらにまさっているにかかわらず、彼かれらを主しゅのみまえに訴うったえそしることはしない。 12これらの者ものは、捕とらえられ、ほふられるために生うまれてきた、分別ふんべつのない動物どうぶつのようなもので、自分じぶんが知しりもしないことをそしり、その不義ふぎの報むくいとして罰ばつを受うけ、必かならず滅ほろぼされてしまうのである。 13彼かれらは、真昼まひるでさえ酒食しゅしょくを楽たのしみ、あなたがたと宴会えんかいに同席どうせきして、だましごとにふけっている。彼かれらは、しみであり、きずである。 14その目めは淫行いんこうを追おい、罪つみを犯おかして飽あくことを知しらない。彼かれらは心こころの定さだまらない者ものを誘惑ゆうわくし、その心こころは貪欲どんよくに慣なれ、のろいの子ことなっている。 15彼かれらは正ただしい道みちからはずれて迷まよいに陥おちいり、ベオルの子こバラムの道みちに従したがった。バラムは不ふ義ぎの実みを愛あいし、 16そのために、自分じぶんのあやまちに対たいするとがめを受うけた。ものを言いわないろばが、人間にんげんの声こえでものを言いい、この預言者よげんしゃの狂気きょうきじみたふるまいをはばんだのである。 17この人々ひとびとは、いわば、水みずのない井戸いど、突風とっぷうに吹ふきはらわれる霧きりであって、彼かれらには暗くらやみが用意よういされている。 18彼かれらはむなしい誇ほこりを語かたり、迷まよいの中なかに生いきている人々ひとびとの間あいだから、かろうじてのがれてきた者ものたちを、肉欲にくよくと色情しきじょうとによって誘惑ゆうわくし、 19この人々ひとびとに自由じゆうを与あたえると約束やくそくしながら、彼かれら自身じしんは滅亡めつぼうの奴隷どれいになっている。おおよそ、人ひとは征服者せいふくしゃの奴隷どれいとなるものである。 20彼かれらが、主しゅまた救主すくいぬしなるイエス・キリストを知しることにより、この世よの汚けがれからのがれた後のち、またそれに巻まき込こまれて征服せいふくされるならば、彼かれらの後のちの状態じょうたいは初はじめよりも、もっと悪わるくなる。 21義ぎの道みちを心得こころえていながら、自分じぶんに授さづけられた聖せいなる戒いましめにそむくよりは、むしろ義ぎの道みちを知しらなかった方ほうがよい。 22ことわざに、「犬いぬは自分じぶんの吐はいた物ものに帰かえり、豚ぶたは洗あらわれても、また、どろの中なかにころがって行いく」とあるが、彼かれらの身みに起おこったことは、そのとおりである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1愛あいする者ものたちよ。わたしは今いまこの第だい二の手紙てがみをあなたがたに書かきおくり、これらの手紙てがみによって記憶きおくを呼よび起おこし、あなたがたの純真じゅんしんな心こころを奮ふるい立たたせようとした。 2それは、聖せいなる預言者よげんしゃたちがあらかじめ語かたった言葉ことばと、あなたがたの使徒しとたちが伝つたえた主しゅなる救主すくいぬしの戒いましめとを、思おもい出ださせるためである。 3まず次つぎのことを知しるべきである。終おわりの時ときにあざける者ものたちが、あざけりながら出でてきて、自分じぶんの欲情よくじょうのままに生活せいかつし、 4「主しゅの来臨らいりんの約束やくそくはどうなったのか。先祖せんぞたちが眠ねむりについてから、すべてのものは天地てんち創造そうぞうの初はじめからそのままであって、変かわってはいない」と言いうであろう。 5すなわち、彼かれらはこのことを認みとめようとはしない。古ふるい昔むかしに天てんが存在そんざいし、地ちは神かみの言ことばによって、水みずがもとになり、また、水みずによって成なったのであるが、 6その時ときの世界せかいは、御言みことばにより水みずでおおわれて滅ほろんでしまった。 7しかし、今いまの天てんと地ちとは、同おなじ御言みことばによって保存ほぞんされ、不ふ信仰しんこうな人々ひとびとがさばかれ、滅ほろぼさるべき日ひに火ひで焼やかれる時ときまで、そのまま保たもたれているのである。
    


    
      8愛あいする者ものたちよ。この一事いちじを忘わすれてはならない。主しゅにあっては、一日にちは千年ねんのようであり、千年ねんは一日にちのようである。 9ある人々ひとびとがおそいと思おもっているように、主しゅは約束やくそくの実行じっこうをおそくしておられるのではない。ただ、ひとりも滅ほろびることがなく、すべての者ものが悔改くいあらために至いたることを望のぞみ、あなたがたに対たいしてながく忍耐にんたいしておられるのである。 10しかし、主しゅの日ひは盗人ぬすびとのように襲おそって来くる。その日ひには、天てんは大音響だいおんきょうをたてて消きえ去さり、天体てんたいは焼やけてくずれ、地ちとその上うえに造つくり出だされたものも、みな焼やきつくされるであろう。 11このように、これらはみなくずれ落おちていくものであるから、神かみの日ひの到来とうらいを熱心ねっしんに待まち望のぞんでいるあなたがたは、 12極力きょくりょく、きよく信心しんじん深ぶかい行おこないをしていなければならない。その日ひには、天てんは燃もえくずれ、天体てんたいは焼やけうせてしまう。 13しかし、わたしたちは、神かみの約束やくそくに従したがって、義ぎの住すむ新あたらしい天てんと新あたらしい地ちとを待まち望のぞんでいる。
    


    
      14愛あいする者ものたちよ。それだから、この日ひを待まっているあなたがたは、しみもなくきずもなく、安やすらかな心こころで、神かみのみまえに出でられるように励はげみなさい。 15また、わたしたちの主しゅの寛容かんようは救すくいのためであると思おもいなさい。このことは、わたしたちの愛あいする兄弟きょうだいパウロが、彼かれに与あたえられた知恵ちえによって、あなたがたに書かきおくったとおりである。 16彼かれは、どの手紙てがみにもこれらのことを述のべている。その手紙てがみの中なかには、ところどころ、わかりにくい箇所かしょもあって、無学むがくで心こころの定さだまらない者ものたちは、ほかの聖書せいしょについてもしているように、無理むりな解釈かいしゃくをほどこして、自分じぶんの滅亡めつぼうを招まねいている。 17愛あいする者ものたちよ。それだから、あなたがたはかねてから心こころがけているように、非道ひどうの者ものの惑まどわしに誘さそい込こまれて、あなたがた自身じしんの確信かくしんを失うしなうことのないように心こころがけなさい。 18そして、わたしたちの主しゅまた救主すくいぬしイエス・キリストの恵めぐみと知識ちしきとにおいて、ますます豊ゆたかになりなさい。栄光えいこうが、今いまも、また永遠えいえんの日ひに至いたるまでも、主しゅにあるように、アァメン。
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